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Crown English Communication II, p. 5. 

 

Lesson 1 

A Boy and His Windmill 

 

Village life in Africa can be very hard.  There is often no 

electricity or running water.  There are not enough schools.  

One 14-year-old boy decided he was going to change things.  

And he was going to do it all by (1)himself. 

 

－1 

William Kamkwamba grew up in a village of   

60 families in Malawi.  When he was 13, there was 

a terrible drought.  He (2)remembers his family’s 

eating only one meal a day.  He had to drop out of 

school because his family could not pay the tuition. 

William spent his days in the village library.  

He could hardly read English, but he studied 

pictures in the books. He saw a photo of a windmill 

making electricity and thought, “If they can make 

electricity (3)out of wind, I can try too.” 

It is (4)hard to believe that a boy from such a  

poor village (5)developed an interest in technology.  

But that is just what William did.  In 2002, when  

he was 14, he built a windmill out of broken parts 

from bicycles and cars and wood from the village 

trees.  The whole thing looked like junk. 
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Lesson 1—Lead 

(1) oneself  (all) by oneself, p. 1346. 

 

・ 辞書ではしばしば(  )が省略可能な要素を

意味する記号になることに触れ，教科書本

文でも使われている all が省略され by 

oneself になることもあると確認させる。

・ (1)の訳語の前には(  )で詳しい意味の説明

が示されているのでチェックさせる。用例

や教科書本文を見て「(ほかの援助なしに)

独力で」の意味であることを確かめさせる。

・ 同ページにある成句 for oneself を参照さ

せる。(  )で示された説明を確認させて，

同じ訳語であっても by を使うと「(ほかの

援助なしに)独力で」，for を使うと「(自分

のために)独力で」という違いがあることを

調べさせる。( )の説明を読むことで，よ

く似た表現の違いがわかることを理解さ

せる。 

 

 

Lesson 1—Section 1 

(2) remember 1b, p. 1586. 

 

・ 教科書本文で所有格(his family’s)に-ing形

が続いていることに注目させ，remember 

(A [A's]) doingという文型表示のある

1b に導く。角かっこ[  ]は言い換え可能で

あることを示しているので，目的格 his 

familyでも所有格 his family’sでもよいこ

とを確認させる。

・ 「…したことを覚えている」という訳語を

チェックし，教科書本文では「彼の家族が

一日に一食しか食べなかったことを覚え

ている」という意味になることを確認させ

る。 

・ 辞書の第 2用例や第 3用例では，所有格の

方に二重丸かっこを使ったかたくと

いう記述があることに注目させ，目的格よ

り格式ばった表現であることに触れるの

もよい。



(3) out  out of A, p. 1367. 

 

・ 多くの意味がある成句なので，しっかりと

調べさせたい。まずはこの out of A はの中

でも成句義が大変に多様であることをチ

ェックさせて，簡単な語の組み合わせに多
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くの意味があることに注意させる。 

・ 成句義番号に続いて〚 〛に大まかな意

味・用法が示されていることを確認させる。

教科書本文では「風(を原材料にして，そこ)

から電気を作る」話をしている部分なので，

〚原材料〛と記された(14)に導く。さらに

(from よりくだけた言い方)と記されてい

るのでチェックさせるのもよい。 

・ 同様に教科書本文 18–21行目にある... out 

of broken parts from bicycles and cars 

and wood from the village trees の out of

も〚原材料〛の意味になることを確認さ

せる。 

・ さらに教科書本文 8–9 行目の drop out of 

school の out of が(9)の〚退出〛の用法で

あることに触れるのもよい。辞書の第１用

例は教科書本文と同じなので，意味も確認

させる。



(4) hard 2b, p. 881. 

 

・ 教科書本文で It is hard to believe .…と It

で始まり，hard に to 不定詞が続いている

ことに注目させ，it is hard (for A) to 

doという文型表示のある 2b に導く。(  )

は省略可能な要素であることを示してい

るので，教科書本文にはないことを確認さ

せる。 

・ ((1)×it is hard that …の構文では用いな

い)という部分から，hard に続く要素とし

て to 不定詞の代わりに that 節は使えない

ことが×で示されているのを確認させる。 

・ 教科書本文と同じ hard to believe …を使

った辞書の第 1用例に注目させる。辞書に

はよく使われる表現が用例として出てい

ること，中でも太字になっているものは，

ひとまとまりで覚えた方がよい重要表現

であることに触れ，It is hard to believe .…

という語のかたまり(チャンク)をしっかり

と記憶させる。また教科書本文では接続詞

thatがあるが，辞書の第 1用例のように省

略可能であることも気付かせるとよい。 

 

(5) develop 3, p. 516. 

 

・ develop は後ろに従える目的語の名詞によ

っていくつかの語義に分かれている。各語

義で，訳語の前後に山形かっこ〈  〉に示

されているのが，一緒に用いられることの

多い目的語に関する情報(選択制限)である

ことに触れ，教科書本文の interest (興味)

を目的語に取るような語義を調べさせる。

「興味を持つ[抱く]ようになる」という本

文の解釈と合うことから語義 3 へと導く。

develop はいつも「発達[発展]する」では

なく，文脈に合った意味を探す習慣をつけ

させたい。 

・ 同じ語義番号のセミコロン(；)の後ろにあ

る「〈病気など〉になる，かかる」の語義

もしばしば使用されるので，触れておくと

よい。どちらも何かを「持つようになる」

ことだが，興味であれば「抱くようになる」，

病気なら「なる，かかる」が自然な訳語で

あることに注意させる。 
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Crown English Communication II, p. 6. 

 
－2 

Neighbors laughed at William.  Even his 

mother thought he might be crazy. 

“We thought he was doing something useless,” 

she said. 

But William (1)kept on building.  Finally, the 

windmill was ready for its first test. People gathered 

around.  William climbed up the tower.  Someone 

said, “Let’s see how crazy this boy really is.” 

William took out a piece of wire that (2)kept the 

wheel from spinning. The wheel and arms began to 

turn.  He remembers: “I (3)waited for a miracle to 

happen.  Finally it came; at first a tiny light, then  

a bright glow.” 

“The boy has done it,” someone shouted.  No 

one was laughing any (4)longer. 

The windmill could light every room of  

William’s house.  They no longer had to buy oil for 

the lanterns. 
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Lesson 1—Section 2 

(1) keep 2a, p. 1053.

 

・ keep (on) doingという文型表示から語

義 2a に導く。意味を確認してから，(on

は，行為・出来事が通常ならやめたり終わ

ったりしてしまうような状況で依然とし

て継続することを強調する際に用いられ

る)という説明を示し，ウィリアムがあきら

めずやり続けたことを理解させる。 

・ さらに，の説明には「↓2b」とあるので

該当部分を参照させると，2a は「あきらめ

ず…し続ける」，2bは「…してばかりいる」

という意味の違いがチェックできてよい。 

・ 紙辞書なら(2)の keep A from doingも一緒

に調べさせると，同じページに出ているの

で便利。 

 

 

(2) keep  keep A from doing, p. 1053. 

 
・ 成句義や辞書の用例をチェックさせて，教

科書本文の内容が「その車輪が回らないよ

うにするワイヤー」となることを確かめさ

せる。 

・ すぐ下にあるコラムには keep と同様の

構文で用いる別の動詞や，その意味合いの

違いが書かれているので確認させる。 

・ 紙辞書なら(1)の keep on doingも一緒に調

べさせると，同じページに出ているので便

利。 
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(3) wait 2b, p. 2112. 

 

・ wait for A to doという文型表示から語

義 2b に導く。教科書本文では A が a 

miracle であり，「奇跡が起こるのを待つ」

という意味になることを確認させる。 

・ 辞書の第 1用例は Aが人，第 2用例は教科

書本文と同様に物になっていることをチ

ェックさせて，いずれの例も A が to 不定

詞の意味上の主語となっていることを理

解させる。 

 

(4) long  any longer, p. 1138. 

 
・ 教科書本文の主語が no で始まっているこ

とから，(1)の否定文でという用法指示と

一致していることをチェックさせ，意味が

「もはや誰も笑ってはいなかった」となる

ことを確認させる。 

・ 辞書で(1)の用例を教科書本文の類例とし

て参照させる。例文訳の後ろに≒の記号を

使った書き換え文が (≒I can ⎿no longer 

wait [wait no longer]. )と示されているの

に注目させる。⎿ はそこからの部分が[  ]

の表現と入れ替え可能であることを示し

ているので，I can no longer wait.とも I 

can wait no longer.とも言えることを確認

させ，否定＋any longerが no longer を使

っても表現できることを理解させる。 

・  any longer の 4つ下には no longer の項

目があるのでチェックさせる。教科書本文

の同ページ 17 行目では主語の They に続

いて no longer が使われているので，「もは

や彼らは…ない」という意味になることを

確認させると理解が深まる。 
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Crown English Communication II, p. 7.

 

“Our (1)lives are much happier now,” William’s 

mother said. 

The (2)news of William’s windmill spread (3)beyond 

his village. 

In 2006, Dr. Mchazime, who is a well-known 

Malawian educator, heard about the windmill and 

drove out to the Kamkwambas’ house with some 

reporters.  He was so impressed that he decided  

to help William.  Reports of William’s windmill 

appeared in (4)local newspapers.  Soon his fame 

spread beyond Malawi. 
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(1) life 8a, p. 1111.

 
・ 不可算用法が可算になる例として調べさ

せたい。教科書本文が文脈から「今の私た

ちの生活ははるかに幸福だ」という内容で

あり，ここでは「命」や「人生」ではなく

「生活」の意味であることを確認した上で

語義8aに導き，の表示をチェックさせる。 

・ 教科書本文では lives と複数形になってい

ることから(具体例では a ～/lives)という

説明に注意させる。「ウィリアムの風車の

おかげで，私たちのいろいろな生活の場面

で今までよりずっと幸福だ」という現在の

状況を具体的に語っているので，ここでは

複数形になっていることを理解させる。 

 

(2) news 1, p. 1288.

 

・ 「ニュース」というカタカナから発音を類

推すると間違いやすいので，見出し語のす

ぐ横にある(-s は/z/)という発音注記をチ

ェックさせる。

・ news と-s が付いている形で見出し語にな

っており，名詞複数形のように見えるが

名詞であることに注意させる。 

・ 語義 1と語義 2を比較させた上で，教科書

本文では「ウィリアムの風車のニュース」

は電気も通じていないような田舎町で広

まったと考えられるので，語義 1 がふさわ

しいことを確かめさせる。 

・ 教科書本文は過去形であり，単数扱いか複

数扱いかがわからないので，辞書の第 4用

例に導き，動詞に-s が付いて travels とな

っていることから，単数扱いになることを

確認させる。
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(3) beyond  1, p. 190. 

 
・ 見出し語のすぐ下にある概念図のうち，左

の図に注目させ，何かを越えてさらに広が

っていくイメージを確かめさせる。 

・ 教科書本文が，「風車」のことが village (村)

という範囲を越えて遠くまで広がってい

ったという意味になることを確認させる。

同ページ 29行目(spread beyond Malawi)

も同様の例なのでチェックさせるとよい。 

・ over の概念図(p. 1372)の上段右の図と比

較させると，over も「超えて」という運動

方向を示すことができるが，beyond のよ

うに「超えてさらに広がる」というイメー

ジは持たないという違いを把握させるこ

とができる。 

 

 

(4) local 1, p. 1133. 

 

・ (通例比較なし)という記述から比較変化を

あまりしない形容詞であることをチェッ

クさせる。 

・ 語義 1 のの前でという用法指示から教

科書本文(local newspapers)のように限定

用法で使用される形容詞であることをチ

ェックさせる。 

・ カタカナ語との違いを把握させるため，(

日本語の「ローカルな」の表す「田舎の」

の意味はない; →rural, provincial)という

記述を確かめさせる。rural, provincial の

項目を参照させると，それぞれの語に対す

る理解がより深まる。 
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Crown English Communication II, p. 8. 

 
－3 

In 2007, William was invited to speak at      

an international conference in Tanzania.  “I got 

information about a windmill, and I try and I made 

it,” he said in (1)halting English.  The people there did 

not want him to go back to poverty.  They asked 

William what they could do to help him.  And he 

answered clearly, “I want to go back to school and  

I want to (2)continue with my windmills so my family 

does not have to (3)go hungry again.” 

William’s fame spread 

beyond Africa.  His story was 

told in one of America’s most 

famous (4)newspapers and on 

American TV. 

In 2009, William’s story 

appeared in a book published 

internationally. 

In 2010, he won the GO 
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Lesson 1—Section 3 

(1) halting  1, p. 871.

 

・ 教科書本文で halting が Englishを修飾し

ていることを確かめさせる。一緒に用いら

れることの多い名詞に関する情報（選択制

限）は，訳語の前後に〈  〉に入れて示さ

れているので，語義 1にある〈話し方・動

作などが〉の部分に注意させる。「ちゅう

ちょした，口ごもった，たどたどしい」と

いう訳語が，あまり話すことに慣れていな

いウィリアムの様子と合っていることを

確認させる。 

・ 語義の前にあるかたくという記述から，

形式張った表現であることに触れるのも

よい。 

 

(2) continue 2, p. 416.

 

・ 自動詞の場合，典型的な主語や後続する前

置詞に注目して語義を探させるとよい。教

科書本文では Iが主語になっており，〈 〉

に入れて〈人が〉，〈人などが〉などと，主

語に「人」がくることが示されている語義

2, 5, 6に注目させる。教科書本文では with

が後続していることから，二重山形かっこ

でwithと記された語義 2に導く。 

・ 「(やめないで)続ける」という訳語の前に，

仕事・議論などをという二重山形かっこ

を使った記述があることをチェックさせ，

withの後ろに来る名詞の特徴を理解させる。

教科書本文ではwith my windmillsと続い

ていることから，「風車作りという作業を

これからも続けたい」という意味になるこ

とを確認させる。

 

  



編集用資料                      辞書引きタスクを活用した指導アイディア（Crown Communication II Lesson 1） 

 - 12 - v.2.00, as of 20 May 2016 

(3) go 8a, p. 819, 822. 

 

・ go のような記述量の多い語を調べる際に

は，見出し語のすぐ後にあるインデックス

を活用させたい。教科書本文では go 

hungry と形容詞が後続しているので，

SVC の文型になっていること確認させる。

インデックスにある SVC のロゴや「(状態)

になる」という意味から8aに導く。 

 

・ go Cという文型表示を確かめた上で，訳

語にある「C〈悪い状態〉になる」という

主格補語として使われる形容詞の意味合

いにも注意させる。教科書本文も hungry 

(空腹の，飢えた)という望ましくない状態

を表す形容詞であることを確認させる。 

・ C に現れる主な形容詞にはどんなものが

あるか，辞書の用例やコーパスの窓のコラム

(1)で確認させ，知識の一層の定着を図るの

もよい。 

(4) newspaper 1, p. 1288. 

 

・ 教科書本文が複数形であることから語義 1

の「新聞」に導く。教科書本文が in one of 

Africa’s famous newspapers，辞書の第 8

用例が in (all) the newspapersとなってお

り，「新聞に[で]」という表現は前置詞の in

を使うことを確認させる。教科書同ページ

16 行目の「本に登場した」，という部分で

も in a bookと inが使われていることをチ

ェックさせる。 

・ 教科書本文の続きの on American TVでは

前置詞が on になっていることをチェック

させてから TV (p. 2044)を引くのもよい。

on TV はに出ているが，「…に[で]」とい

う表現は名詞によって一緒に使われる前

置詞が異なることに注意させることがで

きる。  
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Crown English Communication II, p. 9. 

 

Ingenuity Award, which is a prize given to promote 

the sharing of new ideas and skills with young 

people in developing nations.  The (1)following year, 

William was invited as a guest speaker at the on- 

line Google Science Fair. 

William has received lots of help from his 

supporters.  They put new electric wires in his 

house, and (2)even paid for him to go to an international 

school in the capital, Lilongwe. 
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(1) following  1, p. 742.

 
・  のすぐ後ろにある(比較なし)との前で

という用法指示から，比較変化のない限定

用法の形容詞であることを確かめさせる。 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じである

ことから語義 1 に導く。the ～という用

法指示から the を伴うことに注意させる。

また((1)時を表すの前で用いられるとし

ばしば副詞句として用いられる)という説

明をチェックさせ，教科書本文のように前

置詞がなくても「翌年に」いう意味を表せ

ることを確認させる。 

 

(2) even 1, p. 647.

 

・ 語義 1の訳語から教科書本文が「彼のため

に学費を払いさえした」という内容になる

ことを確認させる。で示された説明のうち，

(2)の「予期しない意外な内容であることを

暗示」という部分に注意させ，「驚いたこ

とに学費を援助する人すらいた」という意

味合いがあることを理解させる。この even

が「ウィリアムを取り巻く事情は意外なこ

とで，そのため他の村人から理解されない」

というセクション 4の内容への橋渡しにも

なっていることに気付かせる。 

・ evenがどの位置で使われるかについてに

詳しい記述があるのでチェックさせる。す

べてを読ませなくても，(1)にある一般的原

則と例文チェックだけでも効果がある。 

 

Crown English Communication II, p. 10. 
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－4 

William’s windmill has brought fame and  

money, as well as electricity, to his family.  But 

progress is not only a (1)matter of technology; it is 

also  a  matter  of  education  and  how  people  think. 

William’s village is (2)still poor; 

there are still not enough schools; 

the people still (3)prefer magic and 

witchcraft to science. 

(4)Some villagers are angry 

about the family’s wealth and 

fame.  Others think that the 

windmill is blowing away the 

clouds that bring much needed 

rain to the dry land.  Some even 

think windmills are witchcraft. 

But  William  keeps  on 

building.  Now he has plans to 

build windmills to bring not 
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Lesson 1—Section 4 

(1) matter  1a, p. 1187.

 
・ 教科書本文が a matter of technology とな

っていることからであることを確かめさ

せる。可算用法のうち語義 2 は用法指示 

～sに合わないため，語義 1a を参照させ，

教科書のこの部分は「科学技術の問題」と

いう意味になることを確かめさせる。

・ さらに，教科書本文の 4行目にあるmatter

は，it is also a matter of educationとなっ

ていることから，1b の文型表示 it is 

(just) a matter of Aと合うことをチェ

ックさせる。

 

 

(2) still 1, p. 1856.

 
・ 基本語なので意味の把握には問題ないと

思われるが，発信活動に使える情報を辞書

から発見させたい。語義 1 の文中で;話

では時に文尾でという説明から，通常は文

中で使用することをまず確認させる。 

・ 教科書本文は 5, 6, 7行目に stillが現れ， 

be 動詞の後ろで 2 回，一般動詞の前で 1

回使用されていることをチェックさせる。

辞書の第 1用例は一般動詞の前，第 2用例

は be 動詞の後，第 3 用例は助動詞の後・

一般動詞の前で使用されていることから，

「be動詞や助動詞の後，一般動詞の前」で

使うという原則を発見させるよう導く。

・ 下にある(1)にはより詳しい位置について

の情報があり，適宜参照させるとよい。 


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(3) prefer 1a, p. 1485. 

 

・ prefer A (to B)/よりかたく A (rather 

than B)の文型表示前半と教科書本文の形

(prefer magic and witchcraft to science)

とが合っていることから語義 1a に導く。

「(B より)A を好む」という訳語から連想

しがちな than ではなく，to と一緒に使う

のが普通であることを確認させる。 

 ・ 文型表示後半が「/よりかたく A (rather 

than B)」となっていることに注目させる。

辞書ではしばしばスラッシュ( / )が「また

は」を意味する記号になることに触れ，よ

り格式ばった表現では rather thanを用い

ることを確認させる。 

・ さらにの解説の後半に「ratherは時に

省略されることがある」とあることから，

時として prefer A than Bの形も存在する

ことに気付かせるのもよい。

 

(4) some  2, p. 1801.

 

・ stillと同様に基本語であり，生徒が自発的

に辞書で確かめることの少ない語だと思

われるが，発音や用法についての情報をチ

ェックさせたい。語義 2には用法指示とし

て名詞複数形または名詞の前でとあ

り，someがの名詞両方を修飾できるこ

とをまず確かめさせる。教科書本文は名

詞複数形の villagers となっていることを

確認させる。 

・ 意味をチェックさせたら(しばしば後続す

る some, (the) others, all などと呼応し, 

他者と対照される)という説明に注目させ

て，教科書本文も othersと someが後続し

ていることを確認させる。辞書の第 1用例，

第 2用例を参照させると理解が深まる。

・ さらに辞書の第 1用例にはイントネーショ

ンが示されているので注意させる。対比を

生むための工夫であることを言い添える

のもよい。 

・ 普通は見出し語の横に発音記号がついて

いるが，ここでは語義 2のすぐ後にも/svm/

と発音記号が付いていることに注意させ

る。some の見出し語の横には弱形発音と

強形発音が示されており，意味によって発

音が違うこともを使って説明されている

のでチェックさせる。スピーキング時の発

音の使い分け，リスニング時の聞き分けが

出来るようになるためにも必要な情報と

して確認させたい。 
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Crown English Communication II, p. 11. 

 

only electricity but also water to the whole village.  

Then, he wants to build more windmills for other 

villages across the country. 

William is (1)part of a generation of Africans who 

are not waiting for the government or aid groups  

to come to their rescue.  They are finding (2)solutions 

to their own problems.
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(1) part  1a, p. 1395.

 

・ 教科書本文では part of 以下が人(a gener- 

ation of Africans)であることから，見出し

語のすぐ下にあるインデックスを参考に，

人を表す part (要員)の語義をチェック

させる。教科書本文は of が後続しており，

同じofを伴う用例が2例あることから語義

1c「(集団の)一員，構成員」に導く。 

・ の記号が並んでいるので可算，不可算

の両用法があることに注意させる。教科書

本文は aが付いていない不可算の用法にな

っていることをチェックさせる。辞書の第

1用例では不定冠詞が(a)となっていること

から，可算扱いで aを付ける時も，不可算

扱いで aを付けない時もあるということを

理解させる。

(2) solution 1, p. 1800.

 

・ 見出し語のすぐ横にある→solveという

記述に注目させる。  は語源欄で，→ 

は当該見出し語(ここでは名詞の solution) 

と派生関係にある語 (ここでは動詞の

solve)のところに詳しい語源情報などがあ

るので参照せよ，という指示であることに

触れる。同じページの下部にある solve を

参照させ，語源情報だけでなく品詞・意味

などもチェックさせると関連語彙への理

解が深まる。 

 

・ 教科書本文が solutions と複数形になって

いるのでの用法(語義 1, 2, 3)をチェック

させ，その中でも語義 1の「解決」が文脈

に合っていることを確認させる。

・ 共に使われる前置詞（連語）が，二重山形

かっこに入れて訳語の後に示されてい

るのでチェックさせる。訳語の前には同じ

く  で対応する日本語訳と，その前置詞

に続く名詞でよく出てくるものに関する

情報が示されていることも，併せて確認さ

せておきたい。to, for, ofという部分から，

後続する前置詞は to, for, of が使われ，特

に太字になっている toが多いことや，教科

書本文も to が使われていることを確認さ

せる。また，教科書本文に使われている

problemsが， 問題・難局などのという

部分と合っていることを確かめさせる。 


